
プライマリ・ケア交流セミナーのご案内 

   －私たちは、どのようにしてプライマリ・ケア医になったか－ 
 
プライマリ・ケア医となるために、どんなトレーニングを受けて、今の 
自分に至ったか。総合診療部部門でプライマリ・ケア医になるための 
トレーニング(あるいはリ・トレーニング)を受けて、独立した俊英の医師たちが 
熱き想いを込めてプライマリ・ケア医への道程を語ります。 
 
語り手 玉玉  山山  昌昌  徳徳  医医師師（クリニックそれいゆ） 
    川崎医大総合診療部での教育指導、海南病院総合内科を経て名古屋市内で開業 

    服服  部部  まますすみみ  医医師師（笠原国保診療所)    
    元麻酔科医 名大総合診療部で２年間の外来研修を経て現職 

北北  村村  和和  也也  医医師師（勝川ファミリークリニック） 
    名大総合診療部で研修後、川上国保診療所(当時)所長などを歴任 

     
コーディネート ＮＰＯ法人プライマリ・ケア教育ネットワーク理事長 
        伴伴  信信太太郎郎（名古屋大学医学部附属病院総合診療部教授） 
 
と き  ２００７年(平成１９年)２月１８日(日) １３時～１６時 
 
ところ  名古屋大学医学部鶴友会館２Ｆ 
 
参加費  会員２０００円 一般３０００円 学生１０００円 
                      
お問合せ先 名古屋大学附属病院総合診療部医局 
      ＴＥＬ０５２－７４４－２９５１ 
      e-mail  info@pc-education.jp 
 

 
 

                                                            

 
 
 
 


